
十
一
月
実
辰
・
潅
州
刺
史
程
大
言
は
域
を
篝
て
て
逃
げ
、
蜜
壬
元
吉
ば
劉
黒
圏
の
兵
が
謡
い
⑦
を
お
苧
逼
１
前

進
Ｉ
一
よ
う
と
せ
め
・
甲
申
§
太
子
達
威
仮
記
し
て
黒
闇
蚕
討
た
ぜ
ろ
こ
と
と
し
、
険
東
道
大
行
旨
・
山
東
道
行
軍

元
帥
価
河
南
河
北
諸
州
ほ
み
亙
了
の
指
揮
一
卜
に
入
詞
自
由
藷
曼
昴
権
限
を
与
え
だ
．
己
亥
・
元
吉
、
兵
を
や
り

劉
十
善
乏
蕊
州
に
肇
諏
Ｌ
だ
。
相
州
以
北
の
州
黒
ｎ
魏
州
乏
除
い
Ｔ
み
な
割
里
圏
に
付
い
た
。

十
二
月
、
劉
里
闇
が
魏
州
を
攻
Ｔ
い
だ
と
宗
、
太
子
達
成
・
齊
干
堯
吉
の
大
軍
が
昌
蕊
に
到
看
Ｌ
辰
今
魏
澄
が

太
子
に
い
う
「
箭
仮
黒
閨
壷
敬
う
た
と
き
-
劉
軍
の
将
兵
の
亡
命
者
の
各
を
あ
げ
丁
六
が
Ｌ
出
し
死
刑
に
し
、
予

竺
妻
子
乏
停
言
と
し
ま
Ｌ
た
た
か
ら
雪
王
か
宋
ら
桐
マ
ー
劉
軍
に
雲
Ｌ
尺
も
の
も
許
す
と
い
う
詔
書
を
蝕
杓
て

・
毛
誰
も
信
じ
な
い
の
で
す
。
い
ま
囚
惇
仁
壼
い
含
め
て
釈
放
し
て
や
つ
た
ら
、
劉
軍
は
離
京
す
る
で
Ｌ
仁
ラ
」
太

子
価
こ
打
に
淀
ぅ
た
。
雲
患
軍
で
ロ
食
糧
が
尽
宗
・
ゞ
逃
亡
者
が
多
く
な
る
。
黒
題
画
、
城
中
の
宴
が
出
で
、
大
軍

軍
と
表
裏
か
ら
自
今
乏
琴
ぢ
け
廿
例
か
と
悪
打
・
喬
．
這
舸
-
《
《
籠
陶
毒
で
来
辰
が
、
永
済
鴬
が
実
腐
《
Ｌ
で
い
方
》
い

箔
州
便
入
城
Ｌ
た
。

九
月
劉
黒
圏
が
源
州
を
隠
れ
刺
宍
馬
匡
武
達
穀
Ｌ
た
・

承
十
月
己
酉
．
蜜
王
元
吉
に
話
し
て
劉
巽
闇
左
山
索
に
討
た
せ
た
。
美
五
・
目
州
刺
史
許
菫
讓
と
黒
鬮
⑦
津
十

薑
が
戦
い
・
許
重
付
全
曼
戦
頚
Ｌ
尺
。
乙
五
、
准
陽
杜
王
道
毒
が
黒
題
と
下
薦
で
戦
い
、
死
に
・
全
軍
や
小
同
副

将
安
万
室
は
逃
げ
腸
ぅ
た
。
一
房
敗
敦
で
山
東
は
震
駁
し
・
旬
日
の
う
ち
に
襄
闇
は
故
他
達
回
復
Ｌ
尺
．
。
乙
亥
、

凱
旋
Ｌ
だ
秋
七
月
．
世
晨
け
徐
円
朗
芝
琴
弓
、
准
濟
の
閲
を
ほ
ぼ
平
定
し
た
の
で
・
神
通
ら
に
Ｒ
胡
乏
攻
め
丁
せ
-
Ｚ
酉
．

①

の

二

蕊爵

〆
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』

の
で
雲
ｎ
な
い
．
壬
申
．
太
子
・
雷
王
が
大
軍
を
ひ
宗
い
て
や
、
て
来
た
・
黒
麗
、
背
水
の
庫
を
市
壼
擦
⑦
実

威
寸
舂
の
芝
見
ろ
と
．
す
ぐ
徳
西
原
淳
フ
辰
。
劉
軍
け
混
乱
し
・
武
号
を
捨
て
て
宋
崎
す
る
も
の
が
銃
出
し
た
．

太
子
軍
ば
黒
閏
を
追
澤
し
よ
、
つ
と
Ｌ
た
が
’
千
余
藷
が
湊
っ
た
と
二
弓
で
樵
か
く
ず
れ
た
千
打
で
黒
悶
は
数
百

扇
を
っ
桐
て
逃
げ
る
こ
と
が
で
ま
足
。

芝
流
し
て
請
う
の
・
て
、
雲
霞
ほ
徒
、
淀
。
城
傍
の
市
中
で
体
蓮
す
る
と
、
徳
駁
交
戻
事
を
壁
切
た
。
食
事
切
終
ら

め
う
ち
に
徳
威
が
と
・
勺
え
・
太
一
子
に
蓬
ラ
雇
葬
の
十
善
と
共
に
洛
州
下
斬
ら
楓
辰
。
窯
鬮
何
刑
に
廃
人
で
款
じ

て
い
う
涙
「
お
価
同
家
に
Ｖ
碇
・
重
鑑
つ
ぼ
を
殖
え
て
い
今
椥
た
の
に
、
つ
ま
ら
ん
連
中
に
莞
弄
⑦
か
ぎ
桝
了
、
こ

の
ざ
諾
だ
」

武
徳
一
ハ
年
（
・
一
ハ
一
三
）
春
正
月
己
卯
、
劉
黒
患
の
任
命
し
た
饒
州
刺
史
の
諸
葛
徳
威
が
畢
鬮
壬
萩
え
減
乏
奉
げ

て
溝
う
た
。
当
時
・
太
子
は
覇
将
割
弘
蟇
Ｆ
鬘
閣
董
這
わ
せ
て
い
た
．
黒
闘
ほ
休
惠
す
る
間
も
な
く
、
饒
陽
に
采

た
と
一
、
徒
、
つ
者
ぱ
百
名
あ
ま
〃
。
た
い
へ
ん
飢
え
て
い
た
。
徳
威
が
出
迎
え
戚
中
に
蓮
こ
、
フ
と
す
尋
。
徳
駁
が
涙

太
一
十
達
成
が
劉
里
薑
査
載
り
、
っ
岻
了
李
神
蓮
に
せ
尚
今
洞
た
徐
円
韻
が
教
騎
を
っ
椚
了
逃
走
中
要
人
医
窒
《

ｈ
た
一
三
Ｋ
よ
っ
て
河
北
・
山
索
が
実
筈
鯛
仮
害
朝
の
も
め
と
な
っ
展
。

『
窒
洛
逼
錨
』
の
錦
雲
は
新
・
旧
『
雪
雲
』
の
〉
了
打
よ
り
お
そ
く
，
書
料
《
ト
は
よ
り
恵
子
楓
た
辰
例
で
腸
宅
っ
．

罰
室
同
一
お
お
む
ね
糧
罐
卜
な
ヘ
マ
、
い
ろ
．
し
か
し
編
言
ぱ
大
宗
フ
ァ
ン
と
誇
犬
・
太
宗
の
ア
パ
タ
は
同
と
人
ビ
藩

七

、
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ロー宇卜▲ＦＰ画●。、４今“ロ凸１-口◆僻ＰＧ■凸『由一壱幸』 「
唐
李
寿
簔
癸
掘
蔵
報
」
の
記
者
ぼ
八
孚
寿
〒
武
徳
三
ヰ
同
雪
達
徳
須
導
的
簔
戻
軍
作
戟
騎
，
明
朗
識
打
得
雲
一

軍噛選参，且当了浮寶．，而文却吹唾焉惹蚕マ粛賓〃に惠雲童心〃扶老携幼，動色相趨鈑武徳皿」ヰー奉手訓

弄
同
劉
黒
廻
作
戦
贋
〃
雲
望
一
風
皆
硬
多
″
〆
笛
鳥
（
割
黒
題
）
所
敷
〃
．
，
而
志
文
則
説
〆
票
敦
克
捷
珍
-
臺
黒
塗
大
大
・
一

議
ノ
扱
写
歪
曲
歴
史
苧
寅
之
能
事
Ｖ
と
い
う
。
太
宗
が
自
分
に
都
合
の
エ
い
よ
う
に
橘
か
せ
辰
『
高
祖
実
鐡
』
や
Ｉ

『
太
崇
実
隷
』
に
も
ヒ
ブ
い
て
言
か
例
た
『
旧
宮
書
』
蚕
信
じ
Ｔ
あ
わ
辰
だ
：
」
く
喜
誌
麦
読
い
ば
、
こ
の
よ
鋤
っ
な

説
が
出
る
の
も
や
む
量
え
め
。
し
か
し
喜
読
を
冷
静
に
読
働
ぽ
会
祭
〈
マ
粛
清
令
云
々
、
武
徳
元
鐸
の
字
文
化
蚕
討

伐
価
際
⑦
二
と
で
同
一
一
琴
例
書
壽
祷
と
の
対
戦
の
こ
と
一
心
は
な
哩
諄
雰
致
夷
勝
。
は
洛
水
の
戦
と
徐
円
餌
封
侮

侭
ひ
か
る
②
で
、
す
な
わ
ち
武
徳
六
年
（
ｗ
ご
と
壷
ざ
し
、
武
徳
四
年
の
読
陽
一
ｒ
ｑ
劉
黒
園
と
の
対
戦
庇
か
ひ
ろ
の

て
ぼ
奪
い
“
二
両
は
決
Ｌ
Ｔ
歴
突
幸
実
切
歪
曲
で
ｎ
ず
い
。
饒
陽
の
戦
で
『
逼
憩
』
”
神
涌
の
兵
猿
壷
五
万
余
些

Ｑ

安
官
灯
あ
げ
ろ
こ
と
か
で
ま
ろ
だ
弓
つ
か
・

■

●

言
え
た
儀
漠
の
光
武
の
洪
定
的
鴎
閣
が
霜
雪
中
の
氷
卜
臺
河
下
あ
り
・
ぞ
価
が
劉
異
闇
討
伐
戟
の
景
初
で
あ
り
暴

錯
で
高
石
議
暘
に
お
い
て
の
事
で
面
ゥ
た
ご
と
至
里
い
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
い
よ
い
よ
奇
で
け
ワ
い
か
。

光
武
帝
劉
秀
か
勝
利
を
得
た
の
画
歌
奪
や
白
衣
の
老
人
や
信
都
太
守
任
光
ぴ
び
打
差
支
持
Ｌ
た
か
ら
で
あ
う
た

李
神
逼
ぴ
蔵
舸
だ
の
は
身
方
で
あ
る
く
ま
李
藝
が
見
捨
了
た
か
ら
で
あ
、
た
。
蕊
十
一
筐
が
殼
さ
御
尺
の
は
上
司
で

肩
ろ
秦
王
世
戻
が
貝
捨
て
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
世
民
⑦
勝
秘
は
び
楓
が
見
袴
て
辰
あ
る
い
け
将
来
貝
桧
了
ろ
人
茂

考
か
び
桝
査
支
持
し
っ
ブ
け
辰
か
ら
で
あ
る
。
劉
票
闇
が
綴
ざ
門
尺
の
ほ
か
杓
⑦
部
下
が
雲
切
っ
た
か
ら
で
あ
る
．

世
⑦
史
富
厘
勝
利
者
に
は
多
聖
徳
〃
の
光
背
を
蓑
飾
Ｌ
・
失
敗
者
に
は
し
ば
Ｌ
げ
多
凶
寒
参
参
冨
劣
，
の
刻

印
蓬
お
す
。
だ
が
姜
二
と
の
聖
徳
が
勝
利
査
得
、
凶
要
・
愚
劣
が
失
甑
Ｌ
た
例
を
、
子
の
友
対
⑦
例
よ
〃
も
多
く

●

芦・毒おう享診曾壁逢奮蔓ら箪譽恩霧鷺謹諒斑篭龍鑿熟捜篭馨駕墨象篭霊亀爵無憧奮奪・、・卜
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す
ろ
び
、
こ
の
教
ぼ
李
謹
言
の
軍
乏
は

キ
、
い
た
の
は
薑
誌
仮
よ
洞
ば
宍
二
千
、
馬
八
百
で
禺
可
辰
・
邪
等
の
州
兵
何
ｔ
と
害
憲
縛
の
勢
力
下
に
あ
旬
了
・

斜
に
応
じ
て
左
台
-
」
た
の
だ
か
ら
・
神
逼
の
指
揮
下
Ｋ
は
い
う
た
か
ら
と
い
可
て
そ
例
壹
走
の
守
杢
に
は
割
か

琴
か
つ
た
て
高
弓
う
。
『
逼
鑑
』
例
い
う
八
士
馬
軍
資
亡
失
一
二
分
之
二
Ｖ
も
、
五
万
の
三
分
の
一
一
ケ
の
か
-
二
斗

色
二
分
２
-
ヶ
例
が
ロ
つ
ぎ
″
廿
切
．
八
望
風
皆
額
Ｖ
は
太
宗
が
神
通
の
友
発
に
ム
ク
レ
了
巨
な
っ
た
劇
罵
の
こ

と
ば
で
あ
っ
て
・
帯
⑦
現
場
に
太
宗
ひ
い
て
見
辰
わ
け
で
は
な
い
。
大
宗
の
顎
罵
を
記
鎌
Ｌ
穴
の
は
『
太
宗
宰
録
』

て
涙
ろ
う
か
、
『
太
宗
実
鐡
』
差
編
篁
し
た
い
は
神
通
に
「
刀
筆
之
人
」
と
い
ｈ
楓
た
壽
玄
識
た
為
で
お
る
．

５

一
九
七
○
葦
代
の
史
家
が
薪
お
信
じ
ろ
ほ
ど
に
太
宗
に
と
っ
マ
戸
力
厭
宍
実
を
．
崖
一
朝
の
人
士
が
信
じ
ろ
⑦
付
胡

あ
言
い
は
信
じ
ろ
、
小
″
を
す
る
の
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
当
鍛
街
中
で
こ
椀
乏
疑
-
っ
も
の
が
。
〒
⑦
聿
件
の
ら

か
っ
て
あ
う
た
場
航
に
立
ち
、
そ
の
疑
い
を
あ
ら
わ
に
表
現
す
る
こ
と
が
出
張
め
と
き
、
そ
こ
て
も
な
お
か
つ
表
３

現
せ
ざ
る
査
得
め
懐
慨
を
い
だ
く
と
す
楓
何
「
声
無
、
ン
」
と
い
う
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

霜
花
草
上
大
岨
銭
揮
刀
不
入
迷
瑳
天
争
潅
渇
水
飛
寮
靖
一
山
濃
無
声
玉
虹
竪

李
輩
の
「
北
中
寒
」
の
後
半
四
句
は
、
こ
の
よ
う
な
代
清
か
ら
生
制
辰
の
で
は
な
い
で
あ
弓
つ
か
・

「
北
中
寒
」
が
へ
い
つ
-
と
二
で
作
ら
御
た
び
は
明
ら
か
で
な
い
。
天
和
七
琴
の
李
件
に
融
莞
さ
打
て
、
と
い

む

つ
た
の
は
桃
文
喫
だ
が
、
莞
の
信
じ
が
た
い
こ
と
ｎ
前
陳
い
う
八
。

八

縄
筐
鎮
蕊
胤
鎮
篭
蕊
繁
繁
灘
鎮
藍
篭
蕊
欝
穏
篭
篭
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朱
自
清
『
李
質
年
譜
』
は
．
元
和
八
年
（
八
二
三
舂
李
鬘
は
病
を
以
て
官
差
器
Ｌ
昌
谷
に
鳴
り
．
承
十
月

ま
に
京
Ｆ
入
以
睾
一
甫
堤
と
別
抓
、
九
年
（
八
一
皿
〉
・
京
よ
り
鳴
り
、
秋
、
友
人
の
張
徴
壬
鶇
う
て
溌
州
に
ゆ

き
．
十
一
年
（
八
一
五
）
溌
州
よ
〃
鴫
り
．
死
ん
だ
、
と
す
る
。
朱
氏
は
-
弩
の
生
年
を
徳
宗
の
舅
元
六
五
実
午

（
-
亡
八
○
）
と
漣
ろ
か
ら
鎌
、
元
和
十
ニ
ヰ
に
は
二
十
七
歳
と
す
る
．
主
年
を
卓
元
菫
ヰ
辛
未
（
七
九
二
と
み
る

願
ら
は
二
十
六
歳
で
お
壱
．
そ
う
し
可
卒
．
年
は
翌
元
和
十
二
年
丁
酉
（
八
一
六
）
と
な
る
。

李
震
か
満
州
底
行
っ
た
時
を
朱
沃
が
元
和
九
年
と
港
定
す
る
の
は
「
客
遊
缶
己
の
乏
瀦
州
下
の
作
と
舅
、
詩

中
に
二
一
年
去
郷
国
」
の
句
ぴ
あ
ろ
か
ら
、
峯
年
査
十
ニ
ヰ
と
す
楓
け
．
そ
打
ょ
″
三
年
前
は
九
耳
だ
．
と
い
う

の
び
理
由
了
お
壱
・
享
年
が
十
三
ヰ
丘
ら
は
、
弼
州
原
行
く
年
は
元
和
十
年
で
あ
っ
て
も
い
い
一
乞
に
な
る
が
、

ま
だ
そ
の
宗
｜
め
て
と
な
る
造
の
蓬
つ
か
詩
之
承
い
つ
と
に
か
く
、
元
和
九
茸
以
後
十
一
二
ヰ
ま
で
あ
Ｌ
か
け
三

年
何
潴
湘
に
い
た
だ
弓
勺
二
と
は
疑
い
な
い
。
瀦
州
に
行
う
た
の
が
・
張
徹
上
の
か
か
わ
〃
広
よ
う
た
弓
．
、
つ
こ
と

ば
「
酒
籠
表
大
徹
索
贈
詩
時
張
初
效
溌
雲
」
ご
壱
な
ど
の
作
で
知
ら
楓
ろ
が
、
ざ
ら
に
昭
義
軍
節
要
疾
祁
士
簔
と
家

「
十
二
月
禁
辞
」
一
ｓ
曇
-
己
馨
に
エ
っ
て
李
窒
が
河
南
府
試
に
合
格
Ｌ
た
の
は
元
和
一
室
ヰ
（
八
一
○
）
の
秋
冬

の
こ
弓
と
馬
わ
制
ろ
が
部
-
一
’
一
美
は
こ
の
年
に
河
南
尹
と
厚
〃
、
六
年
三
月
、
昭
簔
節
喜
に
転
じ
Ｔ
い
ろ
．
士
雲
の

父郡鈍は．龍八、溌の知逼乏うけ一、元裁｝に抗論し一ｌ官をヤめたいち伊川田夫とこし了洛陽Ｋ隠居し

梼宗朝一Ｌし・何しば召夫温沃が蓋し・太子鴦事脈徐廿吟椚致仕し洛陽に鳴ると宍〈今郷大夫か段な詩

の
閣
係
蚕
考
之
ろ
こ
と
が
一
ぐ
ま
ろ
”

わ
た
し
は
．
「
北
中
寒
」
は
・
元
細
十
一
年
（

■

河
瞬
で
作
っ
た
の
で
ｎ
な
い
か
、
と
椎
剥
す
玄
馬

は
・
元
細
十
一
年
の
・
ゞ
秋
か
ら
、
冬
Ｋ
か
け
て
の
あ
る
時
期
に
．
饒
陽
西
函
の
痒
沌

３６’’一 6９６



。
崎
Ｉ
’
‘
頓
勺
剥
間
領
営
門
劃
、
，
亘
．
．
。
-
・

菱顛Ｌ丁送フたという清名高節の人である（妻応獅伽憩烈關制魯畢霞』《詩は次ぷん純にあて》穴もの）・誉葛墳漁頚穏、

徳
宗
の
奏
元
九
年
（
七
六
三
）
に
恢
県
の
今
で
あ
〃
、
洛
陽
に
近
い
三
谷
に
家
居
の
陀
乏
定
例
た
雲
の
父
垂
三
雪
粛

は
、
鄙
氏
父
と
交
渉
が
房
っ
た
か
も
し
洞
め
。
窒
の
滞
州
へ
の
往
震
や
そ
こ
で
の
詣
試
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
え

る
こ
と
に
し
、
二
一
寿
口
「
北
中
寒
」
製
拝
仮
か
ひ
わ
Ⅱ
が
あ
る
と
恩
ｎ
楓
ろ
威
徳
節
倹
王
承
宗
討
悦
に
つ
い
元

⑦
べ
ろ
〈

一
兀
租
十
年
六
一
五
）
六
月
癸
卯
の
未
明
に
宰
相
武
元
衡
び
教
朝
Ｌ
よ
う
と
し
一
ｔ
家
乏
出
て
靖
安
坊
家
門
に
六
Ｌ
７

か
か
っ
た
と
き
、
暗
闇
の
中
か
ら
奏
然
矢
乏
師
か
可
尾
従
者
付
認
な
逃
げ
賊
蛮
沁
衡
⑦
馬
を
と
ら
え
、
十
場
的

余
り
進
入
ヱ
バ
衝
を
殺
し
、
そ
の
薑
を
持
ち
｝
一
言
だ
。
ま
た
遍
化
坊
で
御
嘆
中
丞
の
斐
奏
乏
琴
言
襄
濤
唇
宮
代
７

鳫
査
舅
い
制
溝
に
落
ち
た
が
帽
子
の
市
が
厚
い
た
め
死
な
ず
に
す
ん
だ
．
首
都
戻
妥
は
大
騒
ぎ
ヒ
ワ
〃
-
非
常
書
Ｓ

戒
が
行
ｈ
打
た
が
「
お
御
の
逮
捕
壷
急
ぐ
な
。
お
机
が
先
に
お
前
達
殺
す
ぞ
」
と
雲
い
辰
識
乏
敲
今
Ｌ
て
い
う
て
卜

ｖ
ろ
の
で
、
雲
宮
た
ち
が
一
テ
キ
パ
キ
動
か
蕨
い
、
、
、
と
℃
そ
の
う
ち
に
。
こ
の
賊
は
、
威
徳
節
要
使
王
承
宗
と

過
言
諏
葵
使
李
師
道
と
び
放
っ
た
殺
害
で
あ
る
こ
と
が
杓
か
つ
た
。
王
承
宗
の
殺
客
何
つ
か
ま
う
た
び
、
李
師
道

の
は
「
／
か
ま
ら
な
か
可
た
。

妥
嶽
山
・
壷
全
く
明
の
乱
以
後
・
河
北
三
鎭
と
い
ｈ
れ
だ
幽
州
・
魏
博
・
威
徳
の
三
節
濤
使
は
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に

唐
朝
の
命
に
従
わ
読
師
奏
使
の
瑠
乏
世
義
の
よ
う
に
Ｌ
、
あ
た
か
も
独
立
国
差
な
す
諦
勢
だ
、
た
。
篝
宗
即
位

後．魏博の田弘正が恭順を一不Ｌたが、〉ての宗隣の錨青の李師道、南方の灌西の呉元済、土季叫偲の王
̅



肥
義
軍
節
奏
便
郡
士
壽
は
兵
馬
使
王
獣
に
精
兵
一
万
を
つ
け
丁
前
鈴
と
し
た
。
王
歓
は
ぐ
ず
ぐ
ず
Ｌ
了
罰
避

Ｌ
方
診
ぃ
・
士
美
は
よ
び
返
し
て
こ
て
の
罪
董
せ
め
．
ご
御
乏
薊
り
、
士
美
み
ず
か
今
軍
を
鼓
舞
し
て
へ
賊
達
綴
り
、

柏
郷
菫
ｒ
Ｌ
だ
。
『
逼
鑑
』
卜
よ
郷
ほ
・
士
美
が
柏
郷
が
下
Ｌ
尺
の
は
ハ
月
己
未
で
あ
る
。
柏
郷
か
ら
談
陽
ま
で
８

厘
日
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
・
識
叩
ｖ
区
元
和
士
一
年
に
も
ち
こ
さ
れ
、
三
月
・
士
雲
は
柏
郷
で
歎
脚
士
卒
の
死
す
る
胡

も
⑦
千
余
人
ｂ
八
月
・
漠
に
よ
っ
て
、
工
部
尚
書
と
Ｌ
了
長
妥
に
よ
び
も
ど
き
籾
ろ
。
、

函奏軍の兵が饒陽南部まで進んだ、とい-フ記鋳菫わたしは妾だ見出していケい。また李篝が犯

へ
局
討
伐
に
従
軍
し
た
．
と
い
う
弐
鉾
も
持
た
な
い
。
だ
を
房
二
事
⑦
た
め
広
「
北
中
案
」
か
￥
戯
言
料
庭
″
卜

-
「
ろ
・
て
為
弓
-
っ
、
と
霞
・
っ
．
も
う
と
じ
「
北
中
寒
」
の
製
作
時
乏
求
め
る
仔
業
の
中
で
こ
②
荻
当
．
蔵
ご
と
を
い

《や

・
っ
の
は
．
矛
盾
だ
が
、
蔀
凄
使
の
蛍
陣
す
る
管
内
・
隣
境
の
執
い
に
．
蟇
下
に
あ
う
涙
李
寶
が
一
宴
し
従
わ
な
か

『
・
た
と
い
．
三
は
む
し
弓
若
え
に
く
く
、
流
動
す
る
戦
場
で
は
．
確
実
に
下
し
た
と
記
録
ず
れ
ろ
此
点
か
堂
白

キ
ロ
前
徐
移
動
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

”
害
朝
中
央
の
壼
識
口
、
こ
の
爵
朗
、
准
西
の
異
元
済
討
伐
に
、
よ
り
重
く
傾
い
て
お
り
、
ぞ
こ
に
ほ
宰
相
輩
毒

や
文
豪
糞
念
の
従
軍
が
両
リ
ー
史
家
・
女
人
の
紀
念
碑
的
繩
業
も
掌
中
す
る
辰
切
、
李
弩
の
雷
し
庭
昭
簔
軍
の
行

十
一
月
丁
五
・

元
餌
十
一
葺
一

進
試
蓬
命
じ
た
。

わ
れ
た
の
下
あ
る
、

承
宗
ら
が
鑑
ん
垂
灰
復
蛍
び
な
い
状
篭
で
あ
っ
た
・
武
元
衡
・
誤
萎
は
朝
廷
に
お
け
る
妻
硬
派
で
あ
ぢ
た
め
ね
う

●

五
・
振
武
の
宴
二
千
を
簔
武
（
威
徳
の
北
）
⑦
軍
に
合
わ
せ
王
家
宗
を
討
伐
す
イ
寺
、
詔
菫
卜
し
た
・

葺
舂
正
月
奏
末
．
王
承
宗
の
官
濤
芝
削
り
．
河
東
・
槌
州
・
簔
武
・
楯
海
・
魏
溥
》
朋
義
の
六
増
に

＝



製襲蔦對識勤塞さ今仮詳釧仁扣ろ言料ゲ乏Ｌぐ〃、庭側刊諏側餉粥鰯馴飛畷鐵輔腎勇ゞ
罰

〆

元
和
十
一
年
六
月
，
准
西
で
官
軍
が
大
敗
Ｌ
・
宰
相
が
戦
い
差
や
め
ろ
こ
と
壷
勧
め
よ
う
と
Ｌ
た
と
宍
天
子
電

宗
ば
「
儒
敗
何
兵
家
の
常
。
今
は
季
き
に
用
兵
②
方
略
を
論
ず
ぺ
Ｌ
，
将
帥
の
任
に
た
え
ざ
る
菅
は
ご
和
を
浄
穴
．

兵
食
の
足
ら
ざ
る
者
国
戸
を
助
け
ん
の
鼻
」
と
い
７
辰
。
ま
っ
た
く
そ
の
逼
伽
で
あ
る
．

９

李
害
び
．
六
、
宗
に
權
測
Ｌ
た
ま
う
暉
榔
士
美
の
菫
下
下
歳
徳
軍
討
伐
に
従
い
、
元
和
十
三
ヰ
三
月
に
℃
な
お
帥

子
二
に
あ
っ
た
と
す
柄
は
、
大
勝
も
敗
戦
も
身
窒
も
う
て
体
験
し
た
わ
け
Ｔ
濁
る
。

『逼鑑』け．一元和十一年八月の条仮「諸軍の王家宗を討つ者、互仮相観望す。ひと″昭義節喜一狛

使郡士美のみ精兵査引キ、いＴ〉ての墳を圧す」と縦たえろ。『旧害書』の本伝は「爵に四面の七八卜

鍾宴は共に十余万．以丁鐘（州〉菫（州）を環勿ど池未だ首功あらずし丁迭を犯す多Ｌ・士雲Ｉ

の
兵
士
は
舅
散
に
し
て
途
を
罠
打
威
声
菖
だ
振
う
」
と
い
、
フ
．
ま
た
グ
打
の
人
と
な
″
を
「
善
く
人
と
交
拘
〃
・

然
諾
の
際
に
黙
期
た
り
．
当
爵
名
称
禽
然
」
と
い
、
フ
．
二
打
を
「
李
夷
墓
誌
」
の
諾
で
い
え
ば
「
禁
令
粛
清
、
仁
刎

竜
孚
洽
」
と
あ
る
に
近
い
で
あ
ろ
う
が
企
Ｌ
か
も
な
お
碩
打
ろ
．

償瘻の光武帝ロー蓉沌河の蓋しい退却戦を体験Ｌたので．穏軍潟異が回渓で大敵し顛沌の艫底

元敵乏大穀したとぎ「始め、郊奎回鶏に垂楓しかピヘ祭脈誰く翼を甑地に奮えり。ご抓を東隅に

一
・
ク
今
一
壼
上
マ
ー
●
令
一
ロ
ベ
-
｝

宍
い
こ
洞
を
索
楡
一
卜
收
切
た
り
と
い
う
認
へ
し
」
と
ね
ぎ
ら
っ
た
．
、
準
．
》
・
一
、
｜
→
》
”
：
毎
一
》
挿
蕊

九

『
ロ
岡
判
わ
．
ｆ
前
、
十
吋
？
、
歩
●
刊

到叫§丸＠判．-。、弓冠‘姫『可茎ｊ奎呼蝸堀心晶、劉鍔掲迫具やも義和員

Ｑ

一

、草
？q･･dで、



’ 戈
、
て
・
実
害
の
伝
え
ろ
こ
拭
う
事
件
董
談
ん
で
宍
、
Ｔ
、
痛
感
す
る
の
廐
・
滅
亡
害
の
あ
わ
綱
弍
、
で
あ
る
。
勝
利

者
た
ち
ロ
。
〉
元
の
得
た
も
の
が
孑
顛
Ｋ
違
う
仮
せ
よ
．
〉
て
鞆
’
一
ト
つ
づ
く
嘉
急
で
ま
ら
び
や
ぴ
な
衣
裳
を
つ
け
て
な

ら
》
か
摩
李
神
逼
と
で
そ
の
一
人
で
．
現
に
莞
擢
弍
、
祁
尺
薑
か
今
列
て
も
◇
当
一
爵
有
数
の
大
書
擦
で
あ
っ
た
こ
と
ば

票え一心い。

票え電↓・←・

書
富
祷
や
劉
票
閨
腫
．
ま
『
た
く
民
家
の
中
か
ら
立
つ
た
菫
命
家
で
あ
り
義
観
家
だ
。
害
達
億
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズムは．か肌，王籍した害朝の人々
をも憲勧寺、せずろを得ず。認雲間の不一催⑦戦法は中国三斗年の

識
宍
の
中
で
も
特
筆
す
べ
一
、
も
の
だ
ろ
っ
。
琶
争
は
→
毒
信
の
上
１
１
マ
ニ
ズ
ム
仮
雲
切
〃
を
か
け
、
〉
て
②
こ
と

に
よ
「
て
帰
農
し
従
霊
園
を
箕
足
せ
、
長
い
戦
い
で
山
家
・
珂
北
の
地
を
荒
奏
さ
・
ご
た
⑦
ち
、
天
下
②
権
力
乏
奪
０
．

０

-
鄙
Ｌ
た
。
Ｌ
か
も
そ
の
後
．
同
族
の
閣
一
ぐ
報
瀦
を
菫
わ
な
が
、
ウ
．
莞
の
勝
利
者
が
天
子
と
な
り
一
一
聖
人
〃
と
ょ
ば
７

楓た。斬首天、打淀難壱仮、薑も一ハヶＶ・「渦をたがや上耶おろ椚尺ものを」とｒ、っ劉雲題⑦ことば。
○

②
承
ん
と
い
う
悪
し
ざ
だ
言
う
。
だ
ヴ
ま
た
考
え
紙
・
”
・
菫
一
が
霧
け
狐
は
懐
に
あ
ば
か
打
ろ
こ
と
も
万
い
の
で
あ
４

ろ．臺
豊
侭
も
劉
舅
題
も
．
民
衆
切
中
か
-
ｚ
〉
一
『
，
一
に
菫
命
家
だ
が
・
い
ず
抓
も
生
前
為
す
か
ら
一
大
孑
と
塩
の
・
″
壬
延

称
Ｌ
た
。
帝
壬
と
い
、
つ
位
置
が
〉
て
汎
ほ
ど
に
世
港
力
の
一
勿
ろ
も
の
だ
ろ
、
つ
か
・

民
衆
の
幸
福
芝
約
束
し
て
実
雄
及
一
ら
・
か
、
立
ち
．
戦
ゞ
つ
と
言
ヂ
っ
寺
、
一
《
、
に
家
董
蟆
か
籾
．
親
子
完
諄
が
津
り
ぢ

口
●
一
一

川
床
な
〃
・
産
云
く
た
何
よ
、
っ
に
一
火
ん
で
ゆ
く
②
蚕
民
家
で
あ
君
っ
。

笑
雄
た
ち
の
釣
乗
す
る
幸
署
が
こ
の
地
上
に
雲
現
し
灸
こ
と
ば
、
這
突
に
見
石
か
ぎ
り
．
い
ま
だ
か
っ
て
一
葵

も
な
い
．
に
し
か
ず
れ
ら
ず
奏
捲
之
顯
博
絶
え
ろ
ご
と
ワ
く
．
実
雄
は
祖
か
杓
今
ず
塗
一
リ
か
、
え
た
幸
福
蓬
細
奈
す

｡

-

蕊鰯雲響雰、萱一謹二琴暑讐ゞ
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Ｉ
、
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宍 師 祭 家 千
之 遠 需 溌 室 王
長 被 直 軋 之 謹
鱗 寵 醜 肇 譽 壽
幸 章 正 自 篤 字
巨 即 剥 太 學 神
金 姜 喪 原 不 通
之 幾 志 九 堵 麗
士 揖 浸 実 事 西
雲 拝 禍 之 育 狄
屯 光 苦 衆 電 道
會 禄 發 猶 於 人
波 大 樵 起 署
稗 夫 計 八 龍 太
鋒 封 不 百 力 祖
致 惹 涜 之 行 棗
鍾 興 踵 期 票 室
城 郭 王 方 怠 帝
下 関 託 會 終 之
四 國 夷 廼 取 蕊
凶 公 家 書 威 郵
服 濤 巷 西 討 孝
罪 . 邑 去 顛 刻 王
三 二 末 將 鶴 之
監 千 郊 支 久 嫡
即 戸 郭 鎬 薑 子
識 門 簿 京 苛 也
望爲寒蕊＊キ惣
玉 招 照 爾 未 暉
獲 慰 方 運 程 苦
窒 大 出 徒 宮 木
鍾 使 其 確 信 漸
鼎 鈴 不 兵 絶 潤
俘 是 意 作 交 蔵
人 占 逐 華 當 地
元 寡 乃 依 を 早
勲 賎 密 談 | 閉 廷
以 燵 運 城 抑 一
建 連 苛 城 ･ 慥 霞
茂 綣 策 社 漠 之
営 豪 碧 屯 及 當
斯 宿 廼 守 … 勿
登 萬 謡 ･ 宮 皇 間

そ
祁
王
正
当
化
す
る
理
論
家
が
か
な
ら
ず
黒
〃
-
力
と
理
論
が
手
壼
叙
妨
ば
．
刀
と
理
論
⑦
な
い
も
の
は
、
あ
ほ

ら
し
や
と
園
う
て
池
・
獣
っ
て
見
て
い
ろ
よ
り
し
か
た
な
く
、
と
い
、
了
逃
獣
、
Ｔ
見
て
・
い
る
こ
と
も
権
力
を
毛

ラ
辰
英
雄
に
何
気
に
い
ら
ぬ
か
ら
、
つ
ま
″
は
か
れ
ら
の
冠
ラ
方
向
に
動
か
さ
洞
、
し
ぼ
り
と
ら
舸
尺
易
げ
く
に

一牝んでゆく。泣いて池わめいても〉一ｌんなことば型三二半句し記録云加め．学言仁ようて記舞宝、打ろ

歴史の中にあらわ拘ることのずい、そ桐ゆえに沈黙とＬかいいよ、フ②ない羨泣が漢合して、毒雄

た
ち
の
何
重
に
礼
接
合
し
た
闘
争
の
壷
史
の
籍
節
点
で
溝
い
て
い
ろ
の
び
、
思
い
が
け
な
く
戦
争
の
渦
中
に
ぼ
う
〃

″
ご
ま
打
た
詩
人
李
弩
の
感
性
達
富
ま
「
北
中
寒
」
と
な
っ
た
の
だ
弓
う
か
．
・
刀

准
蚕
靖
王
蓉
誌

■

Ａ
奈
仏
．
ｎ
Ｖ
畠
窯
各
氏
李
寿
墓
誌
．
又
物
・
一
九
七
回
年
藻
九
期
（
達
一
二
一
○
号
）

大
宮
故
宗
正
卿
己
栩
衛
大
絡
睾
河
北
道
行
臺
左
僕
射
左
武
衞
大
將
軍
玄
戈
軍
將
開
行
儀
周
三
司
上
柱
国
司
空
△

烏

-

釣鍾鴬認鴬麗暑蔦勲霜煮鰯驚認剰蕊雷尋

の
あ
る
と
二
巧
に
、
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宗
正
卿
増
邑
井
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五
壬
戸
加
賜
戻
田
甲
第
金
篝
器
物
尋
遷
左
領
都
督
惚
知
室
城
宿
億
追
敷
宗

室
室
勤
廻
授
一
子
代
祷
之
符
既
至
揖
譲
之
彊
断
行
蔑
樹
戚
蜑
光
陰
秩
命
←
武
縫
一
九
年
簿
右
湖
筒
大
將
軍
進
霞
永
崇
郡

王
臨
軒
授
冊
又
戒
封
潅
蚕
郡
王
邑
戸
如
喜
千
晴
鴦
山
以
南
猶
阻
善
教
太
行
左
轌
尚
日
匪
民
推
譲
閻
外
謬
盲
讓
菫
允

翼
戚
一
震
式
侍
雷
能
乃
以
王
烏
持
節
山
東
蓮
慰
撫
太
使
封
弄
刑
舅
琶
得
専
之
禁
令
粛
清
一
卜
壷
孝
治
扶
老
憶
幼
動
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相
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割
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徐
円
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清
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致
堯
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五
年
拝
左
試
衞
大
將
軍
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玄
茸
塞
蒋
髻
謹
一
隷
舗
之
士
望
涯
徴
以
齊
南
城
距
撞
も
之
村
知
鉦
隷
迄
這

這
於
是
外
治
冥
喬
内
双
苣
臺
鱈
吉
一
層
筒
之
中
威
行
都
蕊
之
副
我
室
一
践
詐
其
命
惟
新
鰻
禮
一
六
功
罎
栽
六
族
養
徳
之
２

扶
車
服
臥
雷
潤
室
一
之
萌
菫
開
害
祗
這
開
府
巖
同
三
司
別
舎
壼
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紀
芳
猷
其
詞
巴

旱
陶
本
嘉
老
鞘
之
濠
開
園
承
家
令
源
奔
世
誕
蕊
明
徳
罎
一
涯
蕊
際
文
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斌
斌
威
儀
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逮
時
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啓
聖
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塞
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八
奈
必
・
喝
ｖ
皆
無
各
氏
李
神
符
臺
羨
睦
侭
漂
輯
・
害
文
続
拾
・
巻
十
町

大
喜
司
空
開
行
儀
目
三
司
揚
州
荊
州
二
大
都
塁
井
州
大
惚
管
上
柱
國
襄
邑
恭
壬
Ｚ
碑
銘

霜
維
霞
天
凝
景
霜
衛
紀
其
罎
次
括
地
分
匡
侯
一
士
肝
其
霊
域
巨
雷
經
輪
帝
業
光
啓
塞
圖
茂
功
□
口
弘
川
口
口
之
□辛

口
□
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
之
口
其
育
續
宣
□
ロ
ロ
ロ
龍
旛
譲
望
重
於
親
雲
樹
英
猷
於
家
國
言
其
在
襄
屋
王
手
王
壼
辞
符

瀧
西
成
紀
人
世
景
室
帝
之
瑳
鄭
孝
王
之
子
太
宗
文
室
一
帝
之
従
父
今
上
之
従
租
也
昔
焼
糎
流
凄
肇
基
ロ
ロ
言
月
口
稗

嗣
興
奮
蒜
雷
聖
畜
深
之
億
既
胖
謹
於
虞
礎
可
道
非
索
之
教
亦
蔵
奏
恭
周
安
景
菫
帝
功
高
定
霊
瑠
收
課
簿
孝
王
業
盛．
３

經
邦
舟
蕊
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在
苦
殼
契
之
佐
雲
景
毫
努
啓
其
祥
愉
姫
昌
ご
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創
鎬
京
乃
隆
其
詐
浮
天
引
派
淺
蓬
威
地
之
源
榊
日
疏
刈

拘
遙
板
苦
華
之
晨
壬
票
聖
鎮
実
績
篇
圭
裕
辰
象
陶
冥
粋
氣
山
岳
感
其
美
聖
抱
美
含
仁
謙
魂
宮
而
嶬
趾
騰
支
琴
武
跨
ｓ

仙
澗
以
嘱
僅
雄
姿
映
徹
逢
韻
詔
箏
曲
臺
宣
樹
謹
禦
以
成
冥
徳
口
学
鰡
林
詩
書
以
弘
其
這
尋
其
靱
闘
矯
釦
北
昌
之
農
４

窺
箕
隈
秘
煥
苦
東
山
芝
府
雷
江
都
不
守
中
京
妃
歴
穀
檮
挺
宍
唾
鯵
昭
豊
火
焚
尋
器
篭
巨
瞭
於
突
崖
水
損
生
茶
楊
洪
卜

張
於
沸
温
鐡
孚
方
拾
凱
離
云
瘻
金
刀
興
而
秦
雲
実
王
鏡
隠
而
篝
御
吟
王
刻
跡
謡
光
侍
時
葱
器
智
眉
野
之
際
油
括
宇
Ｉ

・
宙
之
獺
鼓
此
口
熱
砦
孟
諸
一
叩
未
躍
理
口
大
舅
鴎
扶
揺
而
將
票
我
高
胆
大
武
皇
帝
操
歸
運
壜
頑
圖
演
姫
談
擢
軒
孤
正

煩
雑
溌
舵
掴
締
落
構
於
乾
纒
掩
雰
郊
而
大
誓
望
域
以
長
駈
憂
皿
門
口
穆
太
尉
銅
□
口
之
命
萬
邦
僻
×
司
空
套
口
象

之
專
簔
以
静
誤
用
昭
縛
禮
讓
菫
元
年
封
差
吉
郡
公
含
二
三
一
千
戸
ｎ
拝
太
宿
少
卿
俄
而
天
地
華
建
品
澗
威
亨
則
大
居

哀
覆
端
圭
統
黄
初
受
命
載
隆
禦
侮
之
規
太
始
開
元
式
隣
分
封
之
冊
武
徳
元
年
詞
襄
邑
郡
王
邑
三
千
戸
餘
期
故
蕊
雍

州
司
馬
届
其
篭
足
仰
叶
題
箪
星
此
鴻
材
府
甕
持
板
億
刑
具
畢
寅
猛
藷
濟
葺
月
成
代
筆
穀
關
清
子
騎
文
凱
未
同
國
歩

瓢
阻
西
完
煽
穏
猶
拒
塁
城
之
仗
北
狄
獺
兵
時
引
請
關
之
冠
天
子
闇
雲
診
慮
准
穀
偉
能
將
申
横
野
之
功
悩
在
光
翻
之
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